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深
刻
な
鳥
獣
被
害
に
農
家
が
悲
鳴
！

　
一
年
の
働
き
が

　
一
日
で
水
の
泡
と
化
す

　
「
犬
が
ほ
え
る
の
で
畑
に
行
っ
た
ら
、
収
穫

間
際
の
玉
ね
ぎ
が
サ
ル
に
食
い
散
ら
か
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
水
の
泡
だ
」。

　
そ
う
語
る
の
は
育
て
た
野
菜
を
市
場
に
出

す
な
ど
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
平
田
さ

ん
。
設
置
し
て
い
た
電
柵
の
電
気
を
た
ま
た

ま
切
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
サ
ル
に
狙
わ
れ

た
、
と
嘆
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
被

害
に
遭
っ
て
き
た
平
田
さ
ん
は
、
精
も
根
も

尽
き
、
疲
れ
切
っ
た
様
子
で
す
。

　

市
内
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

額
は
毎
年
４
千
万
円
を
超
え
、
自
家
用
野

菜
や
家
庭
菜
園
へ
の
被
害
を
加
え
る
と
さ

ら
に
増
え
ま
す
。
特
に
被
害
額
が
大
き
い

の
は
阿
東
、
徳
地
、
仁
保
な
ど
の
中
山
間

地
域
で
、
被
害
の
８
割
が
イ
ノ
シ
シ
、
サ

ル
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
動
物
園
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
す
る
サ
ル

や
イ
ノ
シ
シ
は
、
か
わ
い
い
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
農
作
物
を
荒
ら
さ
れ
た
農
家
に
と
っ
て

は
深
刻
な
問
題
で
す
。
丹
精
込
め
て
育
て
た

農
作
物
を
一
日
で
駄
目
に
し
、
暮
ら
し
の
糧

を
失
っ
て
し
ま
う
。
農
家
に
と
っ
て
鳥
獣
被

害
は
ま
さ
に
死
活
問
題
な
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
農
業
被
害
に
限
ら
ず
、
車
両
と

の
接
触
事
故
や
、
家
屋
・
文
化
財
の
破
損
、

人
身
被
害
、
最
近
で
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
（
特
定

外
来
生
物
）
に
よ
る
生
活
環
境
や
生
態
系
へ

の
影
響
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
鳥
獣
は
増
加

　
被
害
縮
小
の
鍵
は
人
に
あ
る

　

で
は
、
ど
う
し
て
鳥
獣
被
害
が
こ
れ
ほ

ど
深
刻
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

古
来
か
ら
日
本
で
は
、
貴
重
な
タ
ン
パ

ク
源
と
し
て
食
べ
た
り
、
狩
猟
と
農
業
と

の
兼
業
で
生
計
を
立
て
る
人
た
ち
も
少
な

く
な
く
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
高
齢
化
が
進
み

狩
猟
者
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、
人

が
山
に
入
ら
な
く
な
っ
た
り
、
農
作
物
が

収
穫
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
有
害
鳥
獣
が
増
え
た
要
因
に
あ
り

ま
す
。
特
に
、
サ
ル
が
好
ん
で
食
べ
る
人

が
作
っ
た
栄
養
価
の
高
い
作
物
は
、
サ
ル

の
繁
殖
力
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。
２
、３
年

に
1
頭
生
ん
で
い
た
サ
ル
が
毎
年
生
む
よ

う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
地
の
被
害
対
策
を
支
援

　
仁
保
地
域
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
の
農
作
物
被
害
対

策
と
し
て
、
農
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

の
防
護
柵
設
置
や
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど

の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
集
落
ぐ
る
み
の
被
害
防
止
対
策
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
仁
保
地
区
で
は
市
の
事
業
を
積
極
的
に
活

用
さ
れ
、「
仁
保
地
区
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
」
を
中
心
に
、
サ
ル
の
被
害
対
策
を
地
域

ぐ
る
み
で
複
合
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

県農林総合技術センターの田戸さんに
よると、「近年は採草地や焼き畑がな
くなり森林と農地の間の緩衝地帯が減
り、耕作放棄地も増えている。その結
果、森林が集落に近くなり、サルが集
落に近づきやすくなってきている。こ
れまでの研究の中で、雌ザルが群れの
動きを決定していることや群れの社会
性のキーになっていることが分かって
きた。群れを分裂させないように減ら
し、雌ザルを利用し追い払う事が大切」
と話されていました。

野生鳥獣による農作物などへの被害は年々深刻化して
います。農作物の被害額は毎年 4 千万円以上に及んで
おり、全体の約 8 割がイノシシ、サルによるものです。
野生鳥獣の被害状況と対策についてお知らせします。

サ
ル
に
勝
つ
に
は
集
落
で
や
る
し
か
な
い

　
同
協
議
会
設
立
前
は
、
被
害
農
家
な
ど

が
個
別
に
被
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
、
平

成
22
年
に
農
家
を
中
心
に
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

花
火
を
使
っ
た
追
い
払
い
や
、
調
教
さ
れ

た
犬
に
よ
る
追
い
払
い
、
牛
の
放
牧
に
よ

る
緩
衝
帯
の
維
持
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
住
民
へ
の
意
識
啓
発
と
し
て
研
修
を

行
う
ほ
か
、「
さ
る
被
害
防
止
見
回
り
隊
」

を
編
成
し
、
地
域
内
を
見
回
っ
て
い
ま
す
。

　
見
回
り
で
地
域
の
方
々
か
ら
聞
き
取
っ

た
サ
ル
の
出
没
情
報
を
有
線
放
送
で
伝
え
、

集
落
全
体
で
の
サ
ル
の
追
い
払
い
に
生
か

し
て
い
ま
す
。
見
回
り
は
週
に
2
回
、
猟

友
会
と
連
携
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
1
日
に

70
キ
ロ
も
走
行
し
て
い
ま
す
。
電
柵
や
見

回
り
な
ど
、
サ
ル
被
害
対
策
に
は
相
当
な

手
間
や
お
金
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
「
金

銭
的
な
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
サ
ル

に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
サ
ル
を
追
い
払

う
に
は
工
夫
が
必
要
。
人
と
サ
ル
を
棲
み

分
け
る
た
め
に
は
人
間
が
努
力
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
、
時
代
と
共
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
自
然
界
と
の
共
生
の
あ
り
か
た

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
生
鳥
獣
を
近
づ
け
さ
せ
な
い

　
野
生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
や
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
は
防
護
柵
等
を
設
置
し
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
野
生
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
隠
れ
家
を
無
く

し
た
り
、
エ
サ
場
を
無
く
す
た
め
に
残
ら

ず
収
穫
す
る
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　
市
で
は
農
作
物
の
被
害
防
止
策
に
対
し

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
、
有
害
鳥
獣
で
お
困
り
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

農
林
政
策
課
（
有
害
鳥
獣
対
策
室
）

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
６
６
６

▲農家の方にロケット花
火の使い方を教えている
見回り隊の吉廣さんと池
田さん。サル被害対策と
いう共通の話題があるこ
とで、集落内の連携が図
れ、村づくりにも繋がっ
ていると話されていた。
これらの協議会の地道な
活動が評価され、平成 23
年には、農林水産大臣賞
も受賞されている。

▼玉ねぎがサル
に食い散らかさ
れていたという
平田さん。

県農林総合技術センター
専門研究員　
田戸裕之さん

表２ サルによる作物別被害金額（県内）

作物別の被害金額では、野菜が最も高く、被害
金額全体の 55％を締めている。

表１・２、図１のデータは、山口県農林総合技術センターの資料から出典しています。

表１ 鳥獣別・作物別被害の内訳（県内）

平成 25 年度に比べ平成 26 年度は、シカによる被害が造林木および水
稲を中心に増えている。しかし山口市内ではシカ被害よりもサルやイノ
シシによる被害が多いという。

図１ サルの群れの加害レベル分布図

野生鳥獣と向き合う

専門家の意見
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▲ある農家では市からの補
助を活用し電柵（電気が流
れている柵）を設置したと
ころサルによる被害が無く
なったという。

問

（写真）仁保の畑でレンゲを食べるサル
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平
成
27
年
度
調
査
で
は
、
推
定
群
れ
数
は

１
１
９
群
、
推
定
個
体
数
（
群
れ
の
み
）

は
３
５
０
０
～
５
０
０
０
頭
で
あ
っ
た
。
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■ 

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
事
業
を
行
う

場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す

る
た
め
の
会
計
で
す
。
３
月
末
の
収
支
状

況
は
、
下
記 　
の
通
り
で
す
。

■ 

市
債

　
３
月
末
の
市
債
残
高
見
込
み
は
、
下
記

　

 

の
通
り
で
す
。

※
市
民
一
人
当
た
り
の
数
値
の
算
出
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
で
あ

る
19
万
６
６
６
３
人
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

３ 市債等の収支状況（３月末現在）

2 特別会計の収支状況（３月末現在）

■
一
般
会
計

　

当
初
予
算
に
平
成
26
年
度
か
ら
の

繰
越
額
29
億
６
８
１
５
万
円
を
含
め
、

８
７
８
億
９
８
１
５
万
円
で
あ
っ
た
平
成

27
年
度
一
般
会
計
の
予
算
は
、
そ
の
後
、

増
額
・
減
額
補
正
を
行
い
、
3
月
末
現
在

で
８
７
６
億
５
８
４
１
万
円
（
市
民
1

人
当
た
り
約
45
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
増
額
予
算
】

・
小
・
中
学
校
施
設
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
億
５
９
０
０
万
円

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
客
推
進
事
業
費

（
国
の「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」活
用
）

３
３
２
０
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
３
月
末
の
収
支
状
況

は
、
下
記　

 

の
通
り
で
す
。

※予算現額には、平成 26 年度からの繰越額 29 億 6,815 万円を含んでいます。

【収入済額合計】
675億8,766万円

（収入済率 77.1％）

【執行済額合計】
785億7,885万円

（執行済率 89.6％）

※その他には、議会費、労働費、予備費を含んでいます。

162 億4,215 万円

160 億6,817 万円

117 億7,797 万円
104 億2,580 万円（88.5％）

60 億7,440 万円

57 億1,256 万円

18 億5,084 万円

40 億8,954 万円

164 億5,869 万円（101.3％）

19 億2,200 万円（12.0％）

42 億 6,254 万円（70.2％）

38 億6,128 万円（67.6％）

49 億5,408 万円（121.1％）

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

歳　　　　　入

項　　　目 予算現額 収入済額 収入済率

国 民 健 康 保 険 237 億 0,334 万円 207 億 0,942 万円 87.4％

後 期 高 齢 者 医 療 26 億 7,282 万円 24 億 3,951 万円 91.3％

介 護 保 険 168 億 7,268 万円 133 億 5,908 万円 79.2％

介護サービス事業 5,937 万円 5,917 万円 99.7％

駐 車 場 事 業 5,590 万円 5,536 万円 99.0％
小 郡 駅 前 第 三
土 地 区 画 整 理 7 億 7,107 万円 7 億 2,911 万円 94.6％

簡 易 水 道 10 億 2,234 万円 4 億 1,433 万円 40.5％

農 業 集 落 排 水 5 億 7,036 万円 1 億 5,080 万円 26.4％

漁 業 集 落 排 水 1,856 万円 540 万円 29.1％

地 域 下 水 道 636 万円 446 万円 70.1％

国 民 宿 舎 4,711 万円 4,195 万円 89.0％

特 別 林 野 1,820 万円 2,345 万円 128.8％

合 計 458 億 1,811 万円 379 億 9,204 万円 82.9％

歳　　　　　出

執行済額 執行済率 １人当たりの
執行済額

221 億 9,594 万円 93.6％ 112,863 円

25 億 3,437 万円 94.8％ 12,887 円

142 億 8,861 万円 84.7％ 72,655 円

5,467 万円 92.1％ 278 円

3,467 万円 62.0％ 176 円

6 億 7,185 万円 87.1％ 3,416 円

9 億 3,729 万円 91.7％ 4,766 円

5 億 0,574 万円 88.7％ 2,572 円

1,037 万円 55.9％ 53 円

483 万円 75.9％ 25 円

4,195 万円 89.0％ 213 円

1,713 万円 94.1％ 87 円

412 億 9,742 万円 90.1％ 209,991 円

区　　　分 平成 27 年度末
現在高

1 人当たりの
現在高

一 般 会 計 957 億 9,291 万円 487,092 円

特 別 会 計 52 億 5,772 万円 26,734 円

合 計 1,010 億 5,063 万円 513,826 円
上 記 に 対
す る 利 息 71 億 2,217 万円 36,215 円

一 時 借 入 金 ０円 0 円

これらの財政状況等は、ウェブサイトからご覧になれます。
財政健全化に向けた取り組み内容を示した「山口市財政運営健全化計画」や、本市の財政状況を分かりやすく一般家庭に例えた「山
口市の台所事情」も掲載していますので、あわせてご覧ください。

市債とは、学校や道路、公園などを整備するための目的を持った
借入金です。
長期間にわたって使用するこれらの施設に対し、建設時だけでな
く後年度に使用する方にも負担を求めることで、世代間の負担の
公平を図るという効果も有しています。
市では、返済計画に配慮しながら将来の世代に過度な負担を残さ
ないよう、国の財政支援措置がある市債を有効に活用し、実質的
な将来負担の抑制などに取り組んでいます。

名田島で収穫体験をする
タイ人観光客

※使用料及び手数料等には、使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金を含んでいます。
※その他の交付金等には、地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取
　得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金を含んでいます。
※市債は、対象事業完了後の借り入れとなるため、主には出納整理期間中（４月、５月）に借り入れをする予定です。

１ 一般会計の収支状況（３月末現在）

399,561 円

0 50億 100億 150億 200億 250億 300億

262 億2,751 万円

153 億2,319 万円
144 億4,128 万円（94.2％）

89 億8,828 万円
89 億7,905 万円（99.9％）

119 億9,019 万円
109 億6,794 万円（91.5％）

68 億8,569 万円
62 億6,543 万円（91.0％）
69 億7,919 万円
59 億3,748 万円（85.1％）

34 億7,299 万円
26 億2,845 万円（75.7％）

37 億5,737 万円
33 億0,907 万円（89.4％）

23 億4,750 万円
21 億9,590 万円（93.5％）
11 億3,000 万円
29 億1,267 万円（80.8％）

6 億1,350 万円

244 億6,205 万円
258 億4,278 万円

5 億 9,076 万円（96.3％）

１人当たりの
執行済額

山
口
市
の

財
政
状
況

歳入

歳出

市 税 市民税や固定資産税、都市計画
税、たばこ税、軽自動車税 など

地方交付税 国税の一部が財政状況に応じ
て県や市に配分されるもの

市 債 公的機関や銀行などからの借
入金

国庫支出金 国からの負担金や補助金など

県 支 出 金 県からの負担金や補助金など

使用料及び
手 数 料 等

施設利用料や証明書の発行
手数料 など

そ の 他 の
交 付 金 等

国や県が集めた税金の一部を
配分するもの

諸 収 入 貸付金の元利収入や雑入など

民 生 費 高齢者や障がい者福祉、子育て
支援 など…1人当たり113,650円

総 務 費 市の運営や地域の振興、市税
の賦課徴収  など　…73,432円

土 木 費 道路や河川、公園、市営住宅
の管理、整備 など…55,770 円

公 債 費 市債の償還 など
…45,657 円

教 育 費 小中学校や幼稚園の管理、社
会教育 など　　   …31,859円

衛 生 費 保健・予防対策や環境保全、
ごみ処理 など　…30,191 円

消 防 費 消防や救急、防災対策 など
…16,826 円

農 林 水
産 業 費

農林水産業の振興 など
　　　　　　　　…13,365円

商 工 費 商工業や観光の振興、企業誘
地 など　　　　   …11,166円

災害復旧費 道路・河川・農地の災害復旧
など　　　　   　   …4,641円

そ の 他 議会運営、雇用 など
…3,004 円

223 億5,082 万円

10 月にオープンした新山口駅南北自由通路

（94.7％）

（85.2％）

１
2

3

12 億4,122 万円（67.1％）

　
市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
平
成
27
年
度
下
半
期
（
平
成
27

年
10
月
1
日
～
平
成
28
年
3
月
31
日
）
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
一
般
・
特
別
会
計
と
も
、
会
計
年
度
は

4
月
１
日
か
ら
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で

で
す
が
、
平
成
28
年
5
月
31
日
ま
で
は

現
金
の
出
し
入
れ
が
あ
る
た
め
、
決
算

額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

財
政
課 

☎ 

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
０
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チャレンジデーとは
●毎年５月の最終水曜に世界各地、全国で一斉に開催されている、住民総

参加型のスポーツイベント
●午前０時から午後９時までに、15 分以上継続して運動やスポーツ活動を

行った住民の参加率を、人口規模がほぼ同じ自治体同士で競い合う
●山口市が勝てば、翌日から１週間、座間市の庁舎のメインポールに山口

市の旗が掲揚され、負ければ、反対に座間市の旗を山口市に掲揚する
参加方法
●チャレンジデー当日に、市内で 15 分以上体を動かして報告するだけ
●どこでも、何の運動でも参加可能（例：職場の昼休みに 15 分散歩）
●参加したら事務局に報告をお忘れなく

対戦相手は 神奈川県 座間市 ■人口　128,568 人
■参加回数　2 回目

5.25 水 は

　 山口市チャレンジデー実行委員会事務局（スポーツ交流課内）
☎ 083-934-2912　　083-934-2670　　sports@city.yamaguchi.lg.jp

ざまりん

チャレンジデー

チャレンジデーをきっかけに
体力づくり と 健康づくり

を習慣にしましょう

週 1 回以上スポーツ活動を
楽しむ市民の割合

現状
35.1％

目標値※

50％ 以上

現状
74.4％

目標値※

80％ 以上

自分が健康だと思う
市民の割合

※
平
成
29
年
度
目
標
値
（
山
口
市
総
合
計
画
よ
り
）

問

日程 協議内容
 平成 28 年 9 月  これまでの総括

 平成 28 年 11 月  答申案の検討について

 平成 29 年 1 月  答申
 ※スケジュール等は、変更となる場合があ

ります。

企画経営課 ☎ 083-934-2746

山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討

初
期
費
用
は
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
状
の

課
題
は
一
部
し
か
解
決
で
き
ず
、
将
来
的

に
は
建
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
主
な
意
見
】

　
委
員
か
ら
は
「
県
庁
所
在
地
の
本
庁
舎

と
し
て
、
ま
た
防
災
拠
点
と
し
て
し
っ
か

り
し
た
も
の
を
造
る
べ
き
」、「
本
庁
舎
は

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
も
の
。
市
街
地

の
再
生
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
影
響
が
あ

る
」、「
長
寿
命
化
改
修
の
場
合
で
も
、
い

ず
れ
は
建
替
え
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
費
用

対
効
果
的
に
は
建
替
え
の
方
が
優
れ
て
い

る
」
等
、
建
替
え
が
望
ま
し
い
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、

将
来
の
財
政
見
通
し
を
示
し
て
欲
し
い
」、

「
将
来
の
人
口
減
少
を
考
慮
し
た
庁
舎
規
模

を
検
討
す
べ
き
」
等
、
次
回
以
降
の
検
討

課
題
と
な
る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

 建築年  昭和 36 年 ～ 平成 11 年
 法定耐用年数  50 年
 延べ床面積  13,229㎡

 現状の課題
 老朽化、耐震性、狭あい、 
 駐車場不足、  バリアフリー化や
 情報化への対応が不十分など

第
２
回
検
討
委
員
会
の
開
催

　
老
朽
化
や
耐
震
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
山
口
市
本
庁
舎
の
今
後

の
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
、「
山
口
市
本

庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に

よ
り
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
３
月
17
日
、「
山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
２
回
目
の
会
議

が
開
催
さ
れ
、
本
庁
舎
整
備
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
建
替
え
と
長
寿
命
化
改
修
の
試

算
を
も
と
に
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
議
の
中
で
、
検
討
委
員

会
と
し
て
は
「
建
替
え
が
妥
当
で
あ
る
」

と
の
結
論
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
現
本
庁
舎
を
建
替
え
る
場
合
】

　
現
本
庁
舎
に
勤
務
す
る
職
員
数
を
も
と

に
、
国
の
算
定
基
準
や
他
自
治
体
事
例
を

参
考
に
試
算
し
た
新
本
庁
舎
の
事
業
費
は
、

約
１
０
４
億
円
（
造
成
費
、
情
報
シ
ス
テ

ム
費
、備
品
費
、用
地
取
得
費
等
を
含
ま
ず
）

と
な
り
ま
し
た
。
初
期
費
用
は
大
き
い
で

す
が
、
建
替
え
に
よ
り
現
状
の
課
題
が
解

決
で
き
ま
す
。
ま
た
、庁
舎
建
設
基
金
（
約

43
億
円
）
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
負
担

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
現
本
庁
舎
を
長
寿
命
化
改
修
す
る
場
合
】

　
平
成
25
年
度
に
行
っ
た
現
本
庁
舎
の
耐

久
度
調
査
を
も
と
に
、
改
修
工
事
費
を
試

算
し
た
結
果
、
約
20
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

現本庁舎

検討委員会の今後のスケジュール

山口大学教育学部として建設。昭和
50 年に大学から払い下げを受け、本
庁舎として業務開始。

■日時　6 月 3 日（金）14 時から
■場所　防長苑（熊野町 4 ｰ 29）
※この会議は公開で行われるため、

市民の方の傍聴も可能です。

第３回検討委員会

6・7月の主な協議内容
●現状の課題等を踏まえ、市民サービス

の向上や行政効率化に繋がるような新
本庁舎の役割や機能について検討

●新本庁舎に配置する組織を踏まえた本
庁舎の適切な規模を検討

●山口都市核（現本庁舎周辺）、小郡都市
核（新山口駅周辺）を中心に公有地を
基本とした候補地案について検討

平
成
29
年
度 

市
の
基
本
方
針
を
決
定

山
口
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
【
大
学
卒
業
程
度
】

　

大
学
等
で
の
専
攻
に
関
わ
ら
ず
、
幅

広
く
た
く
さ
ん
の
方
々
に
受
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
専
門
試
験
の

免
除
等
受
験
内
容
を
一
部
変
更
し
て
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
１
次
試
験
】

▼
期
日　
６
月
26
日
（
日
）

▼
場
所　
山
口
総
合
支
所

　
　
　
　
（
亀
山
町
２ｰ

１
）

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定　
山
口
市
職
員
採
用
試
験

試験職種 採用予定
人　　員 受験資格

行政
（特別枠） ７人程度 昭和 62 年 4 月 2 日から平成 7

年４月１日までに生まれた人で、
学校教育法に規定する大学（短
期大学を除く）およびこれらと
同等と認められる学校を卒業し
た人もしくは平成 29 年 3 月末
までに卒業見込みの人

土木
（先行枠） ３人程度

建築
（先行枠） １人程度

※大学卒業程度採用試験は 7 月 24 日（日）に実施予定
です。

　
毎
年
７
月
下
旬
に
実
施
し
て
い
る
採
用

試
験
に
先
行
し
た
、
新
た
な
採
用
試
験
を

山
口
と
東
京
の
２
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

【
１
次
試
験
】

▼
期
日　
６
月
12
日
（
日
）

▼
場
所　
①
山
口
会
場（
山
口
総
合
支
所
）

②
東
京
会
場（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル（
東

京
都
千
代
田
区
平
河
町
２ｰ

４ｰ

１
））

※
試
験
会
場
は
申
し
込
み
時
に
選
択
。

■申込方法　受験申込書または電子申請
■受験申込書の請求
　受験申込書は、各総合支所・地域交流センターに備え

付け。郵便で請求する場合は、封筒の表に「行政（特
別枠）受験申込書請求」または「土木・建築（先行枠）
受験申込書請求」と朱書きし、宛先明記の返信用封筒

（角形 2 号〈Ａ 4〉）に 140 円切手を貼り同封してく
ださい。

※受験資格等、詳細はウェブサイトで確認、または職
員課にお問い合わせください。

■受付期間　5 月６日（金）～ 25 日（水・消印有効）
■申し込み・問い合わせ
　職員課（〒 753-8650 亀山町 2-1）
　☎ 083-934-2727

行
政
（
特
別
枠
）

土
木
・
建
築
（
先
行
枠
）

職 員
募 集
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化
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
市
長
は
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
で
き
た
こ

と
は
大
変
嬉
し
い
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
尽

力
を
賜
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
条
公
の
歌
碑
の
寄
贈
式
も
行

わ
れ
、
寄
贈
を
行
っ
た
山
口
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
牛
見
正
彦
副
会
長
は
「
公
園
が

市
民
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
市
は
今
後
も
、
こ
の
井
上
公
園
を
は
じ

め
、
１
周
年
を
迎
え
た
湯
田
温
泉
観
光
回

遊
拠
点
施
設
「
狐
の
足
あ
と
」
や
中
原
中

也
記
念
館
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

湯
田
温
泉
の
さ
ら
な
る
回
遊
性
の
向
上
や
、

賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

     

都
市
整
備
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
７
３

も
含
め
約
40
人
で
操
業
開
始
予
定
で
、
操

業
開
始
時
に
は
同
社
工
場
の
医
薬
品
生
産

能
力
は
従
来
よ
り
30
～
40
％
増
え
る
見
込

み
と
な
り
ま
す
。

     

産
業
立
地
推
進
室

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
１
３

　

3
月
3
日
、「
平
成
28
年
第
1
回
市
議

会
定
例
会
」

に
お
い
て
、

副
市
長
を
選

任
す
る
議
案

が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

・
副
市
長　
伊
藤　
和
貴　
氏

・
就
任
日　
平
成
28
年
4
月
1
日

     

職
員
課

　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
７

　
３
月
22
日
、
湯
田
温
泉
に
あ
る
「
井
上

公
園
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
は
、
井
上
馨
侯
の
生
誕
地
で

あ
り
、
三
条
実
美
公
ゆ
か
り
の
「
何
遠
亭
」

が
あ
っ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
幕
末
・

明
治
維
新
を
意
識
し
た
歴
史
公
園
と
し
て

の
再
整
備
、「
何
遠
亭
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

休
憩
施
設
の
整
備
、
公
園
の
芝
生
化
や
園

路
、
屋
外
灯
の
機
能
更
新
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
小
野
薬
品
工
業
株
式

会
社(

本
社
大
阪
府
大
阪
市)

が
、
山
口
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
（
佐
山
）
に
新
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
3
月
24
日
に
山
口

県
庁
で
本
市
と
進
出
協
定
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
協
定
の
調
印
に
当
た
っ
て
、
同
社
の
相

良
暁
社
長
は
「
今
後
の
事
業
拡
大
、
事
業

継
続
の
観
点
か
ら
西
日
本
の
拠
点
と
し
て

山
口
市
を
選
ん
だ
。
知
事
・
市
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
熱
意
と
誠
意
が
感
じ
ら
れ

た
。
我
が
社
は
、
来
年
創
業
３
０
０
年
を

迎
え
る
。
今
後
、
山
口
県
・
山
口
市
と
長

く
継
続
し
た
関
係
と
な
る
こ
と
を
願
う
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
地
域
産
業
の
振
興
や
雇
用
創

出
、
若
者
の
定
住
な
ど
、
本
市
が
進
め
て

い
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
、
大
き
く

貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
大
変
心
強
く
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
貴
社
の
生
産
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
こ
山
口
の
地
か
ら
革

新
的
な
新
薬
を
国
内
外
に
向
け
て
供
給
さ

れ
る
こ
と
を
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

　
新
工
場
は
、
が
ん
治
療
薬
「
オ
プ
ジ
ー

ボ
」
な
ど
の
注
射
剤
を
生
産
す
る
予
定
で

す
。
平
成
32
年
３
月
に
地
元
か
ら
の
雇
用

　
2
月
22
日
か
ら
3
月
17
日
の
間
、「
平
成

28
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、

大
雪
と
低
温

に
伴
う
被
害

状
況
、
中
国

鄒
平
県
と
の

国
際
交
流
、

レ
ノ
フ
ァ
山

口
Ｆ
Ｃ
の
開

幕
戦
に
向
け

た
取
り
組
み
、
中
市
町
１
番
地
区
優
良
建

築
物
等
整
備
事
業
な
ど
、
市
政
の
概
況
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
予
算
や
平
成
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設

置
条
例
、
副
市
長
の
選
任
、
教
育
委
員
会

の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
計
84
の
議

案
を
提
出
し
、
委
員
会
か
ら
無
電
柱
化
の

推
進
に
関
す
る
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
な
ど
2
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

     

市
議
会
事
務
局

　

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
４

　

3
月
、「
狐
の
足
あ
と
」
に
お
い
て
、

小
学
館
発
行
の
月
刊
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌
「A

neC
an

」
に
よ
る
取
材
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
口
県
が
行
う
首
都
圏
の
メ

デ
ィ
ア
に
対
し
て
山
口
県
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
事
業
の
一
環
で
、
今

回
はA

neC
an

専
属
モ
デ
ル
の
安
座
間

美
優
さ
ん
が
山
口
市
の
湯
田
温
泉
も
含

め
、
県
内
各
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

安
座
間
さ
ん
は
、「
狐
の
足
あ
と
」
で

足
湯
に
浸
か
り
な
が
ら
、
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
中
原
中
也
の
衣

定例会の様子

副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た

伊藤副市長

装
を
身
に
ま
と
い
中
原
中
也
に
な
り
き
っ

た
り
す
る
な
ど
、
短
い
滞
在
時
間
な
が
ら

も
、
本
市
の
魅
力
を
堪
能
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
安
座
間
さ
ん
は
「
温
泉
で
肌

が
と
て
も
す
べ
す
べ
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
ぜ
ひ
ゆ
っ
く
り
来
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、

A
neC

an

６
月
号
（
5
月
7
日
発
売
）
の

連
載
企
画
「
み
ゅ
う
ジ
ャ
パ
ン
」
で
掲
載

さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
本
市
の
魅
力
を
市
外
・
首
都

圏
へ
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
多
く
の
方

に
本
市
へ
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

     

広
報
広
聴
課

　

☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
５
３

井上公園内にある「何遠亭」

小野薬品工業株式会社の概要
本　　社 大阪市
創　　業 享保２年（1717 年）
資  本  金 173 億 5,800 万円
従業員数 2,728 人（平成 27 年９月現在）

事業内容 医療用医薬品を主体とする各種医薬品の研究、
開発、製造、仕入れおよび販売

売  上  高 1,357 億 7,500 万円（平成 27 年 3 月期）

事  業  所
本社（大阪）、支社（東京）、研究所（３カ所）、
工場（城東、フジヤマ）、支店（９カ所）、営業所（全
国主要都市）、海外子会社（４カ所）

調印後固い握手を交わす、渡辺市長、村岡知事、相良社長

井
上
公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

人
気
女
性
雑
誌
「AneC

an

」

が
狐
の
足
あ
と
に
来
館

表
紙
の
写
真
か
ら

山
口
市
Ｐ
Ｒ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
走
る

　

表
紙
の
写
真
は
、
本
市
の
新
し
い
地

域
資
源
で
あ
る
「
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
」

を
デ
ザ
イ
ン
に
組
み
入
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
列
車
が
大
歳
地
域
内
の
山
口
線
を

走
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
30
年
に
迎
え
る
明
治

維
新
１
５
０
年
に
向
け
「
明
治
維
新
策

源
地 

山
口
市
」
を
全
国
に
広
め
て
い
こ

う
と
、
本
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
共
同
で

運
行
を
始
め
た
も
の
で
、
平
成
30
年
ま

で
山
口
線
を
中
心
に
走
る
予
定
で
す
。

　
新
山
口
駅
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
お

披
露
目
を
行
っ
た
後
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口

の
試
合
が
行
わ
れ
る
維
新
百
年
記
念
公

園
陸
上
競
技
場
に
向
け
、
大
勢
の
お

客
さ
ん
を
乗
せ
て
出
発
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
お
花
見
に
行
く
人
、
サ
ッ
カ
ー
の
応
援

に
行
く
人
、
列
車
に
乗
る
目
的
は
さ
ま
ざ

ま
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
車
内
は
き
っ

と
サ
ッ
カ
ー
の

話
題
で
話
が
咲

い
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ

の
列
車
を
見
か

け
た
ら
、
全
国

の
お
知
り
合
い

に
自
慢
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

☎
０
８
３

９
３
４

２
９
１
２

問

小
野
薬
品
工
業
株
式
会
社

の
進
出
が
決
定

平
成
28
年
第
１
回
市
議
会

定
例
会
が
開
催

ア 

ネ 

キ 

ャ 

ン
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郷
校
、
憲
章
館
に
入
学
。
そ
こ
で
文
武
の

稽
古
に
励
み
ま
す
。

諸
隊
の
結
成

　
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
６
月
。
高
杉

晋
作
に
よ
っ
て
奇
兵
隊
が
結
成
さ
れ
る

と
、
藩
内
で
は
多
く
の
諸
隊
が
誕
生
し
ま

し
た
。
同
年
10
月
、
当
時
21
歳
で
あ
っ
た

忠
勝
は
、
兄
や
両
親
の
反
対
を
押
し
切
り
、

近
隣
の
有
志
を
集
め
宣せ
ん
と
く
た
い

徳
隊
を
結
成
。
元

治
元
年
（
１
８
６
４
）
７
月
の
禁
門
の
変
、

翌
年
に
は
大お
お
だ田
・
絵え
ど
う堂
の
戦
い
に
参
加
し

ま
し
た
。
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
の
四

境
戦
争
で
は
、
隊
名
を
良よ
し
き
た
い

城
隊
と
改
め
、

芸
州
口
（
玖
珂
郡
和
木
町
）
に
出
陣
。
度

重
な
る
負
傷
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
奮
闘

し
ま
し
た
。

要
職
を
歴
任

　
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
６
月
。
忠
勝

は
、
当
時
、
兵
庫
県
知
事
を
し
て
い
た

伊い
と
う藤
博ひ
ろ
ぶ
み文
の
す
す
め
で
兵
庫
県
庁
職
員
と

な
り
、
外
務
局
に
配
属
。
外
国
と
の
訴
訟

問
題
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。

　

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
11
月
に
は
、

岩い
わ
く
ら倉
具と
も
み視
を
全
権
大
使
と
す
る
欧
米
使
節

団
（
岩
倉
使
節
団
）
の
一
員
と
し
て
、
博

　

今
年
は
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）、

長
州
藩
が
幕
府
軍
と
戦
っ
た
、
あ
の
四
境

戦
争
か
ら
１
５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。
ち
ゅ
う
こ
と
で
今
回
は
、
そ

の
戦
い
に
参
加
し
ま
し
た
内う
つ
み海
忠た
だ
か
つ勝
と
い

う
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

下
級
武
士
の
家
に
生
ま
れ
る

　
忠
勝
は
、
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
８

月
19
日
、
吉
敷
毛
利
家
臣
、
吉
田
家
に
生

ま
れ
、
後
に
内
海
家
の
養
子
と
な
り
ま
し

た
。
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）、９
歳
の
時
、

山 口

内海忠勝顕彰碑（吉敷佐畑･天神山公園内）

憲章館跡。良城小学校内に
記念碑が建立してある。

文
ら
と
と
も
に
欧
米
諸
国
を
歴
訪
。

　
帰
国
後
は
、
大
阪
府
権ご
ん
さ
ん
じ

参
事
、
長
野
県

令
、
三
重
県
令
、
兵
庫
県
知
事
、
長
野
県

知
事
、
神
奈
川
県
知
事
、
大
阪
府
知
事
、

京
都
府
知
事
な
ど
地
方
行
政
官
と
し
て
活

躍
。
そ
の
後
は
、
貴
族
院
議
員
、
会
計
検

査
院
長
、
内
務
大
臣
を
務
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

後
輩
の
育
成

　
晩
年
は
、
後
輩
を
育
成
す
る
こ
と
も
忘

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
幕
末
は
、
良
城
隊
の

鼓
手
、
維
新
後
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
師

と
な
り
、
大
阪
の
梅
花
女
学
校
の
創
設
に

尽
力
し
た
澤さ
わ
や
ま山
保ぽ
う
ろ羅
を
自
宅
に
住
ま
わ
せ

た
り
、
成な
る
せ瀬
仁じ
ん
ぞ
う蔵
が
日
本
女
子
大
を
創
設

す
る
際
に
相
談
に
乗
っ
た
り
、
同
郷
の
彼

ら
の
た
め
に
、
主
義
主
張
を
越
え
援
助
を

し
ま
し
た
。

気
骨
の
人

　
忠
勝
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
残
さ
れ
ち
ょ
り
ま
す
。

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）。
当
時
、
兵

庫
県
外
務
局
に
勤
務
し
て
い
た
彼
は
、
英

国
領
事
館
で
開
か
れ
た
あ
る
裁
判
に
、
立

昭和４２年生まれ。錦町（現・
岩国市）出身。現在、本業の
傍ら「NPO 法人防長史楽会」・

「やまぐち萩往還語り部の会」・
「山口市文化財保護指導員」
などの活動に携わる
他、講演や執筆活
動にも積極的に取り
組んでいる。

会
人
と
し
て
出
頭
。
そ
の
時
、
刀
を
差
し

下
駄
を
履
い
た
忠
勝
の
姿
に
領
事
は
退
室

を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
忠
勝
は
、

　
「
裁
判
所
に
帯
刀
を
許
さ
な
い
の
は
英

国
の
国
法
で
あ
る
。
日
本
で
は
上
官
法
廷

に
臨
む
時
は
、
刀
を
持
参
す
る
の
習
わ
し

で
あ
る
。
ま
た
、貴
公
も
靴
の
土
足
で
あ
っ

て
、
自
分
の
み
下
駄
を
と
る
の
謂
れ
は
な

い
―
」

　
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
、
一
歩
も
譲
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
謹
厳
で
廉
直
。
情
に
厚
い
彼
で
し
た
が
、

明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
１
月
20
日
。
そ

の
生
涯
を
し
ず
か
に
閉
じ
ま
す
。
享
年
63

で
あ
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
８
月
１
日
号
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

松
前
了
嗣

第10回

歴
史
発
見
！ 

こ
ね
ぇ
な
話
、
知
っ
ち
ょ
る
？

「
幕
末
の
志
士
か
ら
政
治
家
へ 

内
海
忠
勝
」

松前 了嗣（まつまえ りょうじ）

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３‐９
３
４‐２
７
５
３

問 も
た
ち
に
よ
っ

て
放
流
さ
れ

た
。
参
加
者

の
ひ
と
り
は

「
早
く
大
き
く

な
っ
て
ほ
し
い
。

ホ
タ
ル
ま
つ
り
が

楽
し
み
」
と
話
し
た
。

放
流
さ
れ
た
幼
虫
は
、
早
い
も
の
は
今
年
、

山
口
の
初
夏
の
夜
を
彩
る
。

　
29
年
間
も
続
い
て
い
る
こ
の
活
動
は
、
川

沿
い
の
町
内
会
を
中
心
に
一
の
坂
川
の
一
斉

清
掃
を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
が
飼
育
し

て
い
る
蛍
の
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ

を
採
取
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
一
の
坂
川
の
蛍
は
、
こ
う

し
た
活
動
の
積
み
重
ね
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。

　
一
の
坂
川
が
、「
山
口
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
発
生

地
」と
し
て
、国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、

今
年
で
80
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
か
ら

の
活
動
継
続
を
誓
う
た
め
、
大
内
政
弘
公
が

ホ
タ
ル
を
詠
っ
た
和
歌
「
澗
底
蛍
」
の
歌
碑

建
立
を
地
域
団
体
が
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

　
大
内
文
化
や
明
治
維
新
な
ど
に
ま
つ
わ
る

史
跡
が
数
多
く
残
る
大
殿
地
域
の
地
域
性
は
、

い
に
し
え
か
ら
の
伝
統
、
文
化
を
守
り
続
け

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
を
中
心
と
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
、
蛍
の
輝
き
と
と

も
に
、
地
域
の
結
束
力
も
輝
き
続
け
る
こ
と

だ
ろ
う
。

人口：7,729 人（H28.3.31 時点）
市中心部に位置し、大内文化や明
治維新関連史跡が数多く残る。毎
年秋に一の坂川周辺で開催される
アートふる山口など、地域住民が
一体となった活動が盛んである。

　
毎
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、

一
の
坂
川
周
辺
で
「
ほ
た
る
観
賞W

eek!
」

が
開
催
さ
れ
、
幻
想
的
な
蛍
の
飛
翔
を
観
賞

す
る
人
々
で
大
い
に
に
ぎ
わ
う
。

　
そ
の
傍
ら
、
川
岸
で
ラ
イ
ト
を
片
手
に
作

業
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
大

殿
小
学
校
の
有
志
に
よ
る
「
蛍
捕
獲
隊
」
は
、

雌
の
蛍
を
産
卵
す
る
前
に
採
取
し
、
山
口
ふ

る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
「
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
保
護
飼
育
場
」
で
孵
化
さ
せ
、
飼
育

す
る
こ
と
で
、
一
の
坂
川
を
舞
う
蛍
を
増
や

そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昨
年
10
月
、
夏
に
採
取
さ
れ
た
蛍
87
匹
か

ら
孵
化
し
た
幼
虫
約
１
万
３
千
匹
が
、
子
ど

広報広聴課 ☎ 083-934-2753

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
80
年

子
ど
も
た
ち
の
活
動
で
蛍
が
輝
く

昨年 10 月の放流の様子

か
ん
て
い
ぼ
た
る

ウ 

ィ 

ー 

ク

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

ぐるっと

再発見
！

防
府

■期間　5 月 5 日（木・祝）、5 月 7 日（土）～ 15 日（日）
■場所　大平山山頂公園
■内容　地元ボランティアによるバザー、

ジャグリング（雨天中止）
■無料シャトルバス運行予定　5 月 1 日
（日）、3 日（火・祝）～ 5 日（木・祝）、
7 日（土）、　8 日（日）、14 日（土）、15
日（日）いずれも上り 10 時～ 15 時、下
り 10 時半～ 16 時に 30 分間隔で運行

 　 大平山山頂事務所 ☎ 0835-38-0762

宇
部

手作り市場「シェルシェ」や子ども
用制服着用撮影会、似顔絵コーナー、
グルメコーナーのほか、バンドやハ
ンドベル、アルプホルンなどの音
楽が楽しめます。開港 50 周年の山
口宇部空港に遊びに来てください。
■日時　5 月 29 日（日）10 時～

16 時
■場所　山口宇部空港
　  山口宇部空港「にぎわいフェスタ 2016」事務局 ☎ 0836-31-2200問

問

問

山
口森フェス

～森林セラピー春の祭典～
徳地にある大原湖周辺が「森林セラピー基地」に
認定されて 10 年。これを記念して「森フェス」
を開催します。豊かな自然を体いっぱいに感じ、
疲れた体をリフレッシュしましょう。
■日時　5 月 15 日 ( 日 ) ９時 30 分～ 16 時
■場所　国立山口徳地青少年自然の家
　　　　（徳地船路 668）
■内容　森林セラピーガイドツアー、自家焙煎珈

琲＆徳地の健康茶、森のクラフト、滑マツ展示、
森の演奏会、子どもの遊び場コーナー等　詳細
は「森林セラピー山口」のウェブサイトを参照

  　森フェス実行委員会 ☎ 0835-52-1122

大平山つつじまつり

山口宇部空港にぎわいフェスタ
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山
口
市
長

5月6月

中央図書館では、乳幼児向けに、紙芝居や本の読み聞かせのイベントを無料で開
催しています。親子で手遊びも楽しめ、予約は不要です。外の芝生で走り回った後、
休憩がてら立ち寄ってみては。

【日時】
　毎週水曜 15 時から

【場所】
　中央図書館おはなしのへや
※休館日等でスケジュールが変更

する場合がありますのでご注意
ください。
中央図書館 ☎ 083-901-1040

ぴよぴよおはなしかい 中央図書館【中園町 7-7】

青空天国いこいの広場［白石］山口
青年会議所 ☎ 083-922-7646

5/5（木・祝）

山口 100 萩往還マラニック大会［市
内各所］実行委員会 ☎ 080-8246-
5926

5/2（月）～ 5/4（水・祝）

こどもワイワイ図書館［市立図書館
全館］中央図書館 ☎ 083-901-1040

5/1（日）

問

貨 幣 展［ 阿 知 須 ］ い ぐ ら の 館 
☎ 0836-65-2403

5/14（土）～ 24（火）

チャレンジデー 2016［市内各所］
実行委員会 ☎ 083-934-2912

5/25（水）

阿知須浦まつり（十七夜祭・花火大
会）［阿知須］実行委員会 ☎ 0836-
65-2129

6/4（土）

四十八瀬川ほたる祭り［小郡］実行
委員会 ☎ 083-972-6314

6/5（日）

　
薫
風
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

  

さ
て
、
今
年
の
夏
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
卓
球
の
石
川
佳
純
選
手

を
は
じ
め
、
柔
道
の
大
野
将
平
選
手
や
、

サ
ッ
カ
ー
代
表
候
補
の
久
保
裕
也
選
手
、

原
川
力
選
手
な
ど
、本
市
出
身
の
ア
ス
リ
ー

ト
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

本
市
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
一
足

早
く
、
５
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る
住
民
総

参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
当
日
に
15
分
以
上
運
動
し
た
市
民

の
参
加
率
を
対
戦
相
手
市
と
競
う
も
の

で
、
今
年
は
神
奈
川
県
座
間
市
と
対
戦
し

ま
す
。
昨
年

は
秋
田
市
と

対
戦
し
、
見

事
勝
利
を
お

さ
め
ま
し

た
。
連
勝
を

目
指
し
、
今

年
も
多
く
の

市
民
の
皆
様

に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

５
月
は
体
を
動
か
す
に
は
絶
好
の
季
節

で
す
。
皆
様
に
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

を
き
っ
か
け
に
、
散
歩
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
、
自
分
の
体
力
や
生
活
リ
ズ
ム
に
あ

っ
た
運
動
を
始
め
て
み
て
は
い
か
か
で
し

ょ
う
か
。

森フェス～森林セラピー春の祭
典～［徳地］森フェス実行委員会 
☎ 0835-52-1122
お田植えまつり［阿東］山口県央商
工会阿東支所 ☎ 083-956-0032

5/15（日）

開催中のイベント

狐の足あとギャラリー原田和明
オートマタ展「山口物語」［湯田］
狐の足あと ☎ 083-921-8818

5/31（火）まで

山口ふるさと伝承総合センターの端
午飾り［大殿］山口ふるさと伝承総
合センター ☎ 083-928-3333

5/15（日）まで

企画展「四境戦争の策源地・山口」
［大殿］山口市菜香亭 ☎ 083-934-
3312

5/8（日）まで

チャレンジデー
あしたへトライ

春の久留米市田主丸植木まつり＆
JA 全農やまぐち旬感フェスタ［佐
山］全農山口県本部 ☎ 083-988-
0620

5/7（土）まで

5/28（土）～ 6/5（日）
ほたる観賞 W

ウィーク

eek !［大殿・白石］観
光交流課 ☎ 083-934-2810

【県立美術館の無料イベント】
・5/28  18 時 30 分から、アンサ

ンブルコンサート
・5/29  18 時から、特別展『遥かな

る山』ギャラリートーク（要観覧券）
  県立美術館 ☎ 083-925-7788


